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　令和元年7月6日 (土 ) に金沢大学十全医学会学術交流
会が，石川県政記念しいのき迎賓館 (金沢市 ) を会場と
して開催されました．本交流会は，金沢大学医学系に深
く関わりがあり，各地の大学や研究所などでご活躍の先



















科・講師　泉　浩二先生 (H13 卒 ) には「前立腺癌の進展
と薬剤耐性化におけるケモカインの役割」，大阪大学大
学院医学系研究科内分泌内科代謝学・講師　西澤　均先
生 (H7卒 ) には「内臓脂肪蓄積の臨床的意義と内分泌・代
謝学」と題したご発表を，最後に信州大学名誉教授/地域
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能性を報告し，研究を進めている (Tsushima Y, J Biol 
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合併が多く (Nagao H, Cardiavasc Diabetol 2013, Fukuda 
S Cardiavasc Diabetol 2015, Fukuda S, J Diabetes Investig 
2018など)，個々の生活習慣のずれを考慮した保健指導・
療養指導 (personal approach)(Ryo M, Intern Med 2011) 
とともに，それを可能にする特定健診・保健指導制度な







は，内臓脂肪蓄積2型糖尿病患者では，筋質 (筋力/筋量 ) 
が低下していることを見出し (Murai J, Cardiavasc 
Diabetol 2018)，実験医学的にアディポネクチンが筋再生
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図．B型肝炎ウイルスの複製
 HBVは肝細胞に感染後，核内に cccDNAのプールを作る．こ
の cccDNAは HBV複製の起点となり，全ての複製はここから
起こる．
